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巻き爪、陥入爪の治療方法

一一一利点一一一一一ー｜一一一一一一失点一一一

①手術時に麻酔が

必要

②術後疹痛がある

③爪が変形するこ

とがある

等々

①保険診療である

②施術が基本的に

1回である

等々

手
術
療
法

痛い！ かんにゅうそう

巻き爪、陥入爪の治療
形成外科医長

束野哲志
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｜ 国立病院機構熊本医療センター発行｜

り

「眼隙下垂」について

形 成 外 科 よ

①診療保険が適応

されない

②3ヶ月前後で付

け替えが必要

③完全に矯正され

るまで 1～2年

かかる

等々

「巻き爪は何科で、治療するのですか？」

形成外科です ①施術時、施術後

に痛みがほとん

どない

A. 

②爪が小さくなる

ことがない

等々
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陥入爪の治療」
について

「くす（樟）」の由求について

〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈長Lられます。種々の精
油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出
されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬師書）

は医術に関する書物のことを言います。
本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情報を提供

しております。お気軽にお読み下さい。

ワイヤー療法（矯正療法）施術後

巻き爪（爪の両端が湾曲した状態）の方は意外に多

く、 10人に I人以上と言われています。軽度の湾曲で

あれば症状が無く、自身でも気付かないことが多いよ

うです。湾曲が強くなったり、爪の先端の角が食い込

んだりし始めると痛みが出てきます（この状態を陥入

爪と呼びます）。ひどくなると化膿し、不良肉芽の増

生を来すこともあります。

当科では、巻き爪、陥入爪の治療方法として、主に

手術療法またはワイヤー療法（矯正療法）を施行して

います。手術療法では、湾曲している爪を根本まで切

除して薬液で処理することで生えてこなくします（爪

の幅は小さくなります）。術後 1～2週で歩行時の痔

痛も落ち着きます。ワイヤー療法では、爪の先端また

は根本にワイヤーをかけ、爪を矯正します。先端にワ

イヤーをかける方法（マチワイヤー）は、ある程度爪

が伸びていないと出来ませんが、根元にかける方法

(3TO）は、ほとんどすべての爪に施行出来ます。（化

膿している爪や、不良肉芽を伴っている爪にもかけら

れます）。

形成外科よ

「痛い！
巻き爪、

施術前

爪の根本にワイヤーをかけ、爪を矯正しました。
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診療科

急患は 、』〆
いつでも ． 
受け付けます

形成外科と聞くと「美容」をイメージしがちです

が、当科では体表のあらゆる形態異常、外傷またそ

れに伴う機能異常を手術治療、創傷治療によって修

復、改善する事を主体としております。

当院には 3人の医師が在籍しており、月曜、木曜、

金曜の午後に外来診療、火曜と水曜は手術日とさせ

ていただいています。日帰り手術等は外来診療日に

行うことも可能です。

熊本県内では数少ない形成外科認定施設であり、

ケロイドに対する放射線治療や巻き爪に対するワイ

ヤ一治療など特殊な診療も行っています。何か相談

事がありましたらお気軽に形成外科外来を受診され

てください。
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形成外科医長

つかの てっし

束 野 哲 志

眼験下垂とは、上まぶたの皮膚

がたるんだり、目を聞ける力が弱

くなり大きく日を聞けることがで

きない状態を指します。その原因

は様々で治療方法も異なります

が、今回は①老人性眼瞭下垂②皮

膚弛緩症の2点について説明させ

ていただきます。

①老人性眼瞭下垂と言うと響きは悪いですが、単純

に加齢性の変化の一環となります。誰しも年を取り、

筋力は衰えていきます。目を聞けるのも筋肉の仕事

です。その筋肉は上眼瞭挙筋（じょうがんけんきょ

きん）と言われ、収縮することで目を聞けることが

できます。この筋肉が薄くなったり、たるんだり、

変性したりして収縮する力が弱くなってしまうと、

目を十分に聞けることができず、瞳孔と言われる物

を見る黒目が隠れてしまい、視野が狭くなります。

②皮膚弛緩症はその

名の通り、上まぶた

の皮膚がたるんでし

まうことです。上眼

瞭挙筋の力は正常に

働いていても、皮膚

がたるんでしまい視

野を妨げる状態とな

ります。 千 fl!":,)( 
)f 

，ι 
』町

①老人性眼瞭下垂の主

な治療は、 眼瞭挙筋短

縮術という手術になり

ます。原因となってい

る上眼険挙筋を短縮し

て再固定します。通常

は臆毛の上（三重まぶ

たのライン）を目の幅

ほど切開することになりますが、術後の傷跡はほと

んど目立ちません。手術歴のある方や、症状の強い

方には筋膜移植術を行うことがあります。太ももを

4～ 5cm程切開し

て必要な分だけ

筋膜を採取しま

す（通常は

3cm×2cm程）。筋

膜を眼験挙筋の

代わりに移植し

ますが、その際

に眉毛の上を 1cm

程切開して筋膜

を固定します。

②皮膚弛緩症の主な治療は、単純に余っている上ま

ぶたの皮膚を切除する方法になります。術後の傷跡

を目立たなくするために、皮膚の雛に合わせて切開

線を入れます。しかし、視野を妨げる程たるんでい

る皮膚ですので、かなりの量を切除することになり

ます。

①②以外にも、眼険下垂を呈する疾患は多数ありま

す。原因次第で手術術式を選択する事になりますが、

保険診療（国民健康保険等）で施行することができ

ます。ひとつ注意していただきたいことは、美容目

的ではありませんので「仕上がりをパッチリ三重に

して欲しい」と言った要望には添うことができませ

んし、多少の左右差は生じるということです。眼除

下垂で悩まれている方がいらっしゃいましたら、気

軽に当科外来（月木金の午後 13時～ 17時）を受診

されてください。


